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報文

耐寒性を有した極晩生の煎茶用品種‘おくはるか'の育成

埼玉県農林総合研究センター茶業研究所*

中島健太・宮崎保博・本多勇介・酒井 崇・田中江里

佐々木功二・高橋 淳T

元埼玉県茶業試験場

測之上康元・北田嘉一・岡野信雄・京極英雄・内野博司

(平成26年6月30日受理)

Cultivation of New Extremely Late Budding Green Tea， 

‘Okuharuka' with Cold Resistance 

Kenta N akajima， Yasuhiro Miyazaki， Yusuke Honda， Takashi Sakai， Eri Tanaka， 

Koji Sasaki， Atsushi Takahashi t， 

Yasumoto Fuchinoue， Kaichi Kitada， Nobuo Okano， Hideo Kyogoku， Hiroshi Uchino 

Green Tea Laboratory， Saitama Prefectural Agriculture and Forestry Research Center 

Summary 

New extremely late budding green tea cultivar 'Okuharuka' with cold resistance has been bred at the Green 

Tea Laboratory of Saitama Prefectural Agriculture and Forestry Research Center. 'Okuharuka' was selected from 

seedlings crossed between Saitama20 and Saitama7 in 1975. Local adaptability. tolerance to bark split frost injury. 

and blister blight were tested at 14 prefectural tea experiment stations from 2002 to 2011. As a result， it was 

registered as 'Okuharuka' in 2013. 

The shape of the cultivar is spread type. and the growth is vigorous. The plucking time of the first crop of 

the cultivar is 6 days later than that of 'Yabukita'. The yield of 1st and 2nd crop is more than that of 'Yabukita'. 

'Okuharuka' has resistance to cold drought damage and bark split frost injury. However. it has slightly weak 

resistance to gray blight and blister blight. The green tea quality of 'Okuharuka' with the aroma like preserved-

cherry-leaves and rich good taste is better than that of 'Yabukita'. The level of the aroma like preserved-cherry-

leaves is enhanced in less steamed processing. 'Okuharuka' is suitable for northern tea producing area and cool 

semi-mountainous areas for its cold resistance. 

Key words : new green tea cultivar. Okuharuka. cold resistance. extremely late budding green tea cultivar. 

cherry-leaves-like aroma 

キーワード:茶新品種，おくはるか，耐寒性，極晩生，桜葉様香気
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緒 雪
国

近年，気候温暖化といわれる中でも，冬期の寒害は中

山間地や寒冷茶産地では散発的に発生する。冬期の寒害

は茶樹に大きなダメージを与え，複数年にわたり影響が

及ぶこともある。埼玉県ではこれまでに，冬期の寒害に

強い品種を育成し最近では‘むさしかおり ‘さいの

みどり¥ ‘ゆめわかば'などの品種を育成してきた 1-3)。

これらの品種は‘やぶきだよりも耐寒性に優れることか

ら，埼玉県を中心に比較的冷涼な茶産地に普及している。

一方，市場の要望に応えるために全国的に早生品種の

導入が進んだ結果，春期の低温被害のリスクが高まって

おり，暖地向けに育成された‘さえみどり'などの早生

品種では特に春期の低温に対して被害率が高い傾向にあ

った4)。そこで、冬期の寒害だけでなく，一番茶摘採予

定面で秋整枝を実施する暖地向けの栽培体系でも春期の

低温被害を回避できる品種の育成が望まれている。

全国的に早生品種を導入する傾向にあるが、早生品種

の偏重は春期の低温被害のリスクを上昇させるだけでな

く，製茶労力の負担増加につながる。晩生品種の導入に

より春期の低温被害を回避し製茶労力負担を分散化し，

工場の稼働率を向上させることが可能になることから，

優良な晩生品種の育成が望まれている。

埼玉県農林総合研究センター茶業研究所では，極晩生

で耐寒性に優れた煎茶用品種‘おくはるか'を育成した

ので，その概要を報告する。

やぶきた

さやまみどり(早)-，

ト埼玉20号(♀)---，

やまとみどり(♂)~ I 
トおくはるか

i主主主 56G，-99ヱ主主主埼玉7号(♂)_j

図1 ‘おくはるか'の育成系統図

や早生で耐寒性に優れる埼玉7号を花粉親として. 1975 

年に交配したF1実生群の中から選抜し育成した品種で

ある(図 1)01976年に採種・播種し. 1978年にほ場に

定植し1982年まで個体選抜試験を実施した。 1986年から

栄養系比較試験第34群において供試され，優れた栽培特

性等が見出された。 2002年から関係各所において系統適

応性試験第10群に埼玉42号として供試されるとともに，

もち病抵抗性および裂傷型凍害に関する特性検定試験を

実施した。一方. 2002年から2011年まで育成地において

栽培特性試験および加工特性試験を実施した結果，埼玉

42号は耐寒性を有し高品質で煎茶に適した品種である

と認められた。

2012年1月に行われた野菜・茶新品種候補審査委員会

茶分科会および同年2月に行われた野菜・茶新品種候補

審査委員会で品種登録出願候補として認められ. 2013年

3月に‘おくはるか'の名称で，種苗法に基づく品種登

録出願を行い，同年7月5日に品種登録出願公表がなさ

れた。

3 特性の概要

2 来歴および育成経過 3.1 形態的特性

樹姿はやや開張型で，育成地での樹勢は「強J.定植

‘おくはるか'は晩生で多収な埼玉20号を種子親，や 後の初期生育は良好で、ある(表 1. 2)。株張りは系統

表1 ‘おくはるか'の一般特性、萌芽期・摘採期および生葉収量(育成地)

品種名 早晩性 樹姿 樹勢
一番茶 摘採期 芽数 収量 (kg/lOa) 収量 (g/m)

萌芽期* 摘採期* 年次差 (本1m) 一番茶 一番茶 一番茶 一番茶

おくはるか 極晩生 やや開張 強 4127 (+9) 5/25 (+9) 3 1405 666 541 773 520 
やぶきた 中生 やや直立 やや弱 4/18 (0) 5/16 (0) 8 1403 500 482 574 450 

さやまかおり 早生 中間 日皇 4/16 (ー2) 5/13 (-3) 6 1562 660 527 779 586 

4ヵ年 (2008-2011年)平均値。摘採期年次差は調査期間で最も遅い日と早い日の差。

*カッコ内の数値はやぶきた比

品種名

表2 おくはるか'の初期育成(育成地)

おくはるか

やぶきた

さやまかおり

ほくめい

定植2年目 (2010年)

樹高 (cm) 株張り (cm)

79 70 
5θ43  
88 61 
68 52 

定植3年目 (2011年)

樹高 (cm)株張り (cm)

82 91 
75 73 
68 76 
67 81 
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適応性試験地において， ‘やぶきた'より大きく， ‘さや

まかおり' と同等かそれ以上である(表3. 図 2)。 新

葉の形状は‘やぶきだより大きく，やや細長で、新葉

の色は淡緑，葉縁の波は‘やぶきた'より少なく「中J.

着葉角度および新葉の芽の毛茸は‘やぶきた'とほぼ同

程度の「中」である(図 3)。

表 3 系適・県単場所における zおくはるか'の初期生育および調査最終年度の生育

鹿児島

府県 品種名 樹高

(cm) 
86 
89 

89 
96 
41 
64 

46 
45 

59 
59 

71 

74 

76 
117 

110 
106 
82 

67 
136 
145 

53 
51 

56 

57 
83 

106 

112 

61 

69 
62 

83 

104 

120 
122 

125 
109 

140 

120 
128 

77 
84 
95 

35 
39 

43 

58 
83 

76 

81 

口
同
一作

一
酌
川
一
m
w
m
n
ω
一
犯
幻
初
白
一
閉
山
日
目
日
一
回
万
臼
幻
一
u
n

植
一
株

G-

{足一

103 

9
T日

0
3
1
±
b
8
0
-
0
3
5
4よ
4
4
1
3
9
一3
1
9
3
-
9
1
6
一2
F
U
P
U
-
2
4
3
2

5
一4
5
5
5
-
6
6
6
一4
4

4

4
一6
6

7

5
一7
9
9
7
-
6
7
7
-
3
2
2
-
4
5
6
6

一
日
一
拍
一
的
制

ω
胡
一
初
制
初
日
一

m
m
ω
ω
一
初
切
羽
叩
一
切

ω
初
日
一
切
初
日
印
一
川
切
羽

ω
-
m
m
m
剖
一
白
羽

ω
羽一

ω
印
羽
日
一
制
的
印
一
日
初
切

樹高

(cm) 

60 
62 
64 

61 
101 

100 

116 
114 

48 
48 

48 

50 
91 
79 
102 

Q
d
-
q
υ
A
a
τ
p
h
v
n
L
-
4‘
ハ
U
R
υ
-
1
i
q
u
n
j
Q
u

o
d
ヲ
o
p
b
n
b
F
O
-
q
u
Q
d
Q
d
-
ι
v
n
b
氏

リ

ウ

t

103 

92 

95 

100 

103 
92 

94 

66 

68 

81 
101 

107 
102 

103 

定植3年目

株張り
(cm) 
73 

66 
79 
67 
51 

45 
48 

53 
99 

108 
99 

98 
69 

72 

74 

72 

83 

71 

133 

III 

106 

11 
116 

97 
98 
105 

81 
47 
51 

55 
52 

97 
101 
105 

77 

87 

94 

86 
66 
76 

60 
150 

151 
156 

144 

一
一
一
陥
一
川
口
約
一
組
訪
一
初
日
初
切
一
初
制
的
一

ω一
切
初
一
的
知
一
叩
一

ω
的
一

ω一
山
初
日
山
一
切

ω
叩
一
切
幻
日

U
一
一
初
日
初
日
一
訪
日
初
日
知
一
的
一
的
羽
一
回
目
印
一
一
山
印
訪
日

h
り，
F

、1
ノ

-

E

E

回

目

白

-

目

E

-

-

-

・張

m
一
m
m
臼
ω
一
%
m
m
M
一
m
m
山
間
一
m
m
m
m
一
m
m
m
m
一
川
m
m
m
m
一
旧
m
m
一
%
回
倒
的
一
四
m
m
m
一
問
削
m
m
一
m
m
山
則
一
則
凶
山
一
郎
m
m
m

桝
一
株
(
一

:
I
l
-
-
-一
一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

同

最

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

査

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

一

調
一
拍

ω一
回
訂
以
山
鉛
一
印
印
貯
%
一
U
π
ω
η
一
目
∞
幻
乃
花
一
お
お
沼
幻
一
%
ω
m
w
m
一
割
臼
n
一
m
山
刷
出
回
引
一
乃
%
削
印
一
江
口
臼
随
一
目
的
万
η
一
日
“
ω
一
則
m
m
m

岳民

C
-

唱

I

唱

i

1

4

-

宮崎

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

きやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

おくみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

おくみどり

やぶきた

おくはるか

かなやみどり

やぶきた

おくはるか

さやまかおり

かなやみどり

やぶきた
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図2 一番茶摘採期の ‘おくはるか'
(2012年 5月28B，埼玉県農林総合研究センタ一茶業研究所)

図3 ‘おくはるか'の新芽形態
(2012年 5月28日，埼玉県農林総合研究センター茶業研究所)

3.2 萌芽期および摘採期

育成地における‘おくはるか'の萌芽期と摘採期はい

ずれも‘やぶきだより 9日遅い極晩生であり(表 1)， 

全国平均では萌芽期は‘やぶきだより 8日遅く，摘採

期は‘やぶきた' より 6日遅い(表4)。これは，晩生

品種の‘おくみどり'や ‘みやまかおり'より摘採期が

1~2 日早いが5.6) 育成地では ‘おくはるか'は‘お

くみどり ' よりも萌芽期および摘採期が 2~3 日遅く，

摘採期延長による工場稼働率の向上と労働集中の回避に

寄与すると考える。

3.3 生育および収量性

定植後 2~3 年目の生育は，育成地では.やぶきた'

よりやや優れるが(表2)，全国的には‘やぶきだ， ‘さ

やまかおり ‘かなやみどり'より劣る傾向が見られた

(表3) 。 調査最終年(定植 5~7 年目 ) の生育は，樹高

は‘やぶきた'並で，株張りは‘やぶきた'より大きか

った(表3)。

育成地における‘おくはるか'のlOa当たり一番茶生

葉収量は666kg，二番茶生葉収量は541kgで、あり， ‘やぶ

きた'の一番茶生葉収量500kg，二番茶生葉収量482kg

よりも多収で， ‘さやまかおり'の一番茶生葉収量

660kg，二番茶生葉収量527kgと同等であった(表 1)。

一番茶摘採芽数は ‘やぶきた' と同等であった (表 1)。

また、全国的には3~7年生‘おくはるか'の10a当たり

一番茶生葉収量は264kg，二番茶生葉収量は304kgで‘や

ぶきた¥ ‘かなやみどり¥ ‘おくみどり'より多収であ

った(表4)。

3.4 寒害および凍霜害回避特性

‘おくはるか'は‘やぶきた'や‘さやまかおり' よ

りも耐寒性が強く (表 5)，冬期における赤枯れや青枯

れの発生はほとんど見られない。裂傷型凍害抵抗性につ

いては‘やぶきた'の「中」に対して 「強」である(表6)。

全国的に発生した2010年3月の凍霜害は，晩生品種で

被害が少なく 7)早生品種でも ‘さやまかおり'で被害

が少なかったことから，凍霜害の耐性には明らかな品種

間差が認められることが報告されている 4)。 ‘おくはる

か'の春期低温による一番茶芽の傷害芽率は5%で‘や

ぶきた， 36%， ‘さやまかおり， 21%よりも低く，新芽

の揃いを 1 (劣)から 5 (良)にランク分けした均整度

も4.8と高かった(表 5)。また、‘おくはるか'は摘採

期の年次差が小さい(表 1)ことから，春期の気温変化

の影響を受けにくい凍霜害を回避できる品種であると考

えられる。このため，健全な一番茶新芽の安定的な収穫

が期待できる。

3.5 病虫害抵抗性

ほ場における炭痘病および輪斑病抵抗性は ‘やぶきだ

よりやや強い(表 5，7)。もち病抵抗性については‘や

ぶきた'が「弱」に対し「やや弱」で(表 8)，赤焼病

にもやや弱い(表 7)。ほ場における観察では，クワシ

ロカイガラムシの抵抗性は ‘やぶきた'と同程度で「や

や弱」と判定された(表7)。
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Eおくはるか'の萌芽・摘採期および生葉収量
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月日 比

おくはるか 4/4 7 5/2 
さやまかおり 3/27 -1 4/25 
かなやみどり 4/1 4 4/29 
やぶきた 3/28 0 4/26 
おくはるか 4/8 7 5/11 
さやまかおり 3/31 -1 5/3 
かなやみどり 417 6 5/8 
やぶきた 4/1 0 5/5 
おくはるか 4/12 7 5/14 
さやまかおり 4/3 -2 5/8 
おくみどり 4/12 7 5/13 
やぶきた 4/5 0 5/9 
おくはるか 4/9 9 5/6 
さやまかおり 3/30 -1 5/1 
かなやみどり 4/5 5 5/4 
やぶきた 3/31 0 5/2 
おくはるか 4/1 5 517 
さやまかおり 3/27 0 4/29 
かなやみどり 3/28 1 4/30 
やぶきた 3/27 0 4/30 
おくはるか 4/13 8 5/11 
さやまかおり 4/5 0 5/2 
かなやみどり 4/9 4 5/8 
やぶきた 4/5 0 5/2 
おくはるか 4/15 9 5/8 
かなやみどり 4/14 8 5/5 
やぶきた 4/6 0 5/1 
おくはるか 4/24 12 5/26 
さやまかおり 4/11 -1 5/19 
かなやみどり 4/21 9 5/23 
やぶきた 4/12 0 5/20 
おくはるか 4/11 10 5/10 
さやまかおり 3/31 -1 5/2 
かなやみどり 417 6 5/6 
やぶきた 4/1 0 5/1 
おくはるか 4/9 6 5/9 
さやまかおり 4/2 -1 5/4 
かなやみどり 4/6 3 5/10 
やぶきた 4/3 0 5/4 
おくはるか 4/14 10 5/8 
おくみどり 4/13 9 5/7 
やぶきた 4/4 0 5/1 
おくはるか 4/13 5 5/12 
かなやみどり 4/11 3 5/7 
やぶきた 4/8 0 5/8 
おくはるか 4/1 3 5/2 
さやまかおり 3/28 -1 4/28 
かなやみどり 4/1 3 5/1 
やぶきた 3/29 0 4/28 
おくはるか 4/10 8 5/9 
さやまかおり 3/31 -2 5/3 
かなやみどり 417 5 5/6 
おくみどり 4/12 10 5/10 
やぶきた 4/2 0 5/3 

4ヵ年 (2006-2009年)平均値(静岡のみ2006-2007年)。

系適・県単場所における表4

品種名府県

宮崎

長崎

鹿児島

全国

三重

熊本

岐阜

京都

高知

福岡

静岡

滋賀

香川

佐賀

‘おくはるか'の春期低温被害・冬期寒害回避特性および病害抵抗性(育成地)

炭痘病

1.1 
2.7 
1.2 

表5

一番茶新芽 被害発互程度
品種名

傷害芽率(%) 均整度 赤枯れ 青枯れ

おくはるか 5 4.8 1.2 1.0 
やぶきた 36 2.6 2.5 2.5 

さやまかおり 21 29 12 23 

4ヵ年 (2008-2011年)の平均値。赤枯れおよび青枯れは3ヵ年 (2009-2011年)の平均値。
傷害芽率=["曲がり」等傷害が認められる芽数/全芽数 (30cmx 30c皿枠内)。
新芽均整度 1 (劣)-5 (良)。
被害発生程度 1 (無)-5 (多)。
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の裂傷型凍害試験(鹿児島県)結果
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やや強
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平均

表6

自然発生
品種名

評価

おくはるか l 
やぶきた 2 

ゆたかみどり 5 
さやまかおり l 
かなやみどり 1 

裂傷型凍害抵抗性指数 1 (強)-5 (弱)。
自然発生は2003年、人為検定は2002-2006年の結果を総合的に判定した。

‘おくはるか'

人為検定評価

11月上旬 11月中・下旬

1 1 
2 3 
5 5 
1 3 

の病害虫および寒害発生程度

府県
寒害

(赤枯れ)

2.1 
1.8 
1.9 
2.7 
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系適・県単場所における

炭痘病
品種名

平均 最大値

おくはるか 1.6 2.7 
さやまかおり 4.1 5.0 
かなやみどり 2.2 3.2 
やぶきた 3.8 5.0 
おくはるか 1.3 2.0 
さやまかおり 1.5 2.0 
かなやみどり 1.0 1.0 
やぶきた 1.0 1.0 
おくはるか 1.8 3.0 
さやまかおり 2.0 3.0 
おくみどり 1.0 1.0 
やぶきた 1.0 1.0 
おくはるカミ 2.0 2.0 
さやまかおり 2.3 3.0 
かなやみどり 1.3 2.0 
やぶきた 2.3 3.0 
おくはるか 1.0 1.0 
さやまかおり 1.0 1.0 
かなやみどり 1.0 1.0 
やぶきた 1.3 2.0 
おくはるか 2.0 3.0 
さやまかおり 3.5 4.0 
かなやみどり 1.5 2.0 
やぶきた 2.5 3.0 
おくはるか 2.0 3.0 
かなやみどり 2.5 3.0 
やぶきた 2.0 2.0 
おくはるか 1.6 2.3 
さやまかおり 1.7 2.3 
かなやみどり 1.8 2.7 
やぶきた 1.7 2.3 
おくはるか 1.0 1.0 
さやまかおり 1.0 1.0 
かなやみどり 1.0 1.0 
やぶきた 1.0 1.0 
おくはるか 1.0 1.0 
さやまかおり 1.3 2.0 
かなやみどり 1.0 1.0 
やぶきた 1.3 2.0 
おくはるか 2.0 2.0 
おくみどり 3.5 4.0 
やぶきた 3.5 4.0 
おくはるか 1.8 2.5 
かなやみどり 1.8 2.5 
やぶきた 3.0 3.5 
おくはるか 2.5 4.0 
さやまかおり 4.3 5.0 
かなやみどり 2.2 3.0 
やぶきた 3.3 4.0 ー

おくはるか 1.7 2.3 1.6 
さやまかおり 2.5 3.0 1.5 
かなやみどり 1.6 2D lY 
おくみどり 2.3 2.5 1.0 
やぶきた 2.1 2.6 2.0 

4ヵ年 (2006-2009年)最大値(静岡のみ2006-2007年)。ただし、炭痘病は平均値も併記した。
病害虫被害および寒害発生程度 1 (無)'""'-5 (多)。ー:調査データなし。
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表7

鹿児島

長崎

全国

熊本

岐阜

福岡

重一一
一

京都

静岡

佐賀

宮崎

高知

滋賀

香川
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表8 ‘おくはるか'の特性検定試験(静岡県)におけるもち病発生状況と判定結果

品種名
発病葉数(枚) 抵抗'性

2003 

13.0 

6.0 

14.0 

0.0 

2004 2005 2006 

104 

40 

136 

20 

2007 

0 
0 
40 

0 

総合判定

弱おくはるか

やぶきた

5.5 56.0 

3.5 19.3 やや弱

極弱
やや強

くらさわ

おくひかり

11.5 98.0 

0.5 5.6 

2002年は全株 (2区制、 10株/区)、 2003-2005年は10株、 2006-2007年は 1niあたりの発病葉数。

3.6 製茶品質

育成地における‘おくはるか'の製茶品質は，桜餅に

使う桜葉の香りのような(桜葉様)甘い香りとコクのあ

るうま味と甘味を有しており，一番茶・二番茶ともに香

気と滋味が‘やぶきた'よりも優れ，形状も‘やぶきだ

より優れる(表9)。この個性ある香味により ‘おくは

るか'は多様化した消費者ニーズに対応で、きる品種であ

ると考えられる。‘おくはるか'の一番茶製茶品質が‘や

ぶきだよりも優れるとした場所は系統適応性試験およ

び、特性検定試験を行った11場所中 4場所で，二番茶の製

茶品質は 9場所が‘やぶきだよりも優れているとした

(表10)。

2010年3月に静岡県下で発生した凍霜害では，早生品

種の‘さえみどり'は製茶品質が低下したが，晩生品種

‘おくみどり'は影響を受けなかった 8)。‘おくはるか'

は晩生品種であり， ‘おくみどり'よりも耐寒性が強い

と考えられることから，このような凍霜害発生時におい

ても安定した製茶品質が期待できる。

3.7 荒茶の化学成分

育成地における‘おくはるか'の新芽中の化学成分は，

一番茶・二番茶ともに全窒素，アミノ酸含有率が‘やぶ

きた'や‘さやまかおり'より高く，タンニン含有率は

低かった。カフェイン含有率や繊維含有率は同等であっ

た(表11)。

‘おくはるか'は桜葉様の甘い香気が特徴であり，茶葉

中には桜葉様香気を呈するクマリンが含まれている 9)。甘

い香気を有した品種はクマリン含有率が高いことから 10)

aおくはるか'の桜葉様香気もクマリン含有率が高いこ

とが一因であると考えられる。

3.8 加工特性

‘おくはるか'の加工特性は，若蒸し(短時間 (30秒

程度)の蒸熱処理)では形状，色沢，香気に優れ，普通

蒸し(一般的 (60秒程度)な蒸熱時間)では水色，滋味

が優れた(表12)。このことから， ‘おくはるか'特有の

香気を強く出すためには蒸熱時間を短くする必要がある

と考えられる。

4 栽培適地および栽培上の注意事項

‘おくはるか'は全国の茶産地で栽培が可能であるが，

極晩生品種で耐寒性に優れるため，特に山間冷涼・寒冷茶

産地において気象被害リスク回避と安定収量・品質確保

に有力な品種である。防霜ファン未設置茶園でも，霜害被

害芽率が‘やぶきだの防霜ファン設置茶園並みに少ない

ため，防霜ファン未設置茶園にも導入可能である(表13)。

‘やぶきた'などの既存品種で，寒害回避のために秋

整枝を実施せず春整校を必要とする冷涼地においても，

‘おくはるか'は秋整枝が可能なので作業の分散化が図

れる。‘やぶきた'を中心に買い葉を行っている生産者

は，自国に摘採期が遅い‘おくはるか'を導入すること

で，製茶作業時期を分散化できる。

寒冷茶産地においては炭痘病ともち病の防除は基本的

に不要であるが，温暖地および山間地においては，気象

や栽培状況によって発生することがあるので適宜防除を

要する。

‘おくはるか'は晩夏から晩秋にかけて生育が旺盛で，

枝条が過繁茂になることがあるため，摘採が二番茶まで

の地域では，徒長枝を刈落すなど夏期以降の整枝管理が

必須である。

表9 ‘おくはるか'の製茶品質(育成地)

品種名
番 茶

形状 色沢 香気 水色 滋味

おくはるか 9.4 8.9 9.6 7.8 8.6 
やぶきた 8.2 8.4 8.5 8.1 7.7 

さやまかおり 9.5 7.9 8.1 7.6 7.1 

普通審査法による官能審査(各項目10点満点)0 5ヵ年 (2006-2010年)平均値。

送帯式蒸機で50秒間蒸熱処理後、 1kgまたは500g少量製茶機を用いて製造した。

番 茶

内質計 AロJロt 香気 水色 滋味 内質計

26.0 44.3 8.8 8.2 8.8 25.8 

24.3 40.9 7.6 8.0 8β 23.6 

22.8 39.3 7.4 9.0 7.6 24.0 
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表10 系適・県単場所における Eおくはるか'の製茶品質

府県 品種名
番 茶 番 茶

形状 色沢 香気 水色 滋味 合計 指数 形状 色沢 香気 水色 滋味 合計 指数

おくはるか 7.1 7.0 6.6 7.3 6.5 34.5 93.8 6.5 6.8 5.8 5.9 5.7 30.7 107.0 

宮崎
さやまかおり 7.3 6.5 7.2 6.8 7.2 35.0 95.1 6.2 5.7 5.3 5.8 5.2 28.2 98.3 
かなやみどり 7.1 6.7 6.8 7.4 6.7 34.7 94.3 6.2 6.0 5.8 6.1 5.7 29.8 103.8 
やぶきた 7.5 7.5 7.6 6.7 7.5 36.8 100.0 6.4 6.3 5.4 5.3 5.3 28.7 100.0 
おくはるか 8.3 9.5 9.2 9.8 8.8 45.6 100.9 9.0 8.8 9.5 9.2 9.3 45.8 101.6 

三重
さやまかおり 8.8 8.5 9.2 9.0 8.7 44.2 97.8 9.3 8.8 9.0 8.0 9.0 44.1 97.8 
かなやみどり 8.0 8.8 8.0 9.3 9.3 43.4 96.0 8.5 8.5 8目3 8.8 8.8 42.9 95.1 
やぶきた 9.2 8.8 9.3 9.2 8.7 45.2 100.0 9.0 8.3 9.3 9.2 9.3 45.1 100.0 
おくはるか 8.8 9.3 7.5 7.0 7.8 40.4 104.1 5.7 7.0 7.7 8.7 7.3 36.4 107.1 

京都
さやまかおり 7.5 7.5 7.5 7.8 7.8 38.1 98.2 9.0 8.7 9.0 8.0 8.0 42.7 125.6 
おくみどり 8.3 8.8 7.5 7.8 8.3 40.7 104.9 8.3 8.0 7.3 7β 6.3 36.9 108.5 
やぶきた 7.0 7.0 8.5 8.0 8.3 38.8 100.0 6.0 7.3 6.3 7.7 6.7 34.0 100.0 
おくはるか 7.8 7.0 6.5 8.8 7.8 37.9 86.7 6.8 6.0 6目5 7.8 7.0 34.1 80.8 

高知
さやまかおり 9.3 8.0 9.5 7.8 7.0 41.6 95.2 9.5 7.0 7.3 8.3 7.5 39.6 93.8 
かなやみどり 9.5 8.8 8.0 8.3 8.0 42.6 97.5 8.0 7.5 7.3 9.0 9.3 41.1 97.4 
やぶきた 8.3 8.0 8.8 9.3 9.3 43.7 100.0 9.0 8.3 8.8 7.8 8.3 42.2 100.。
おくはるか 7.5 8.5 9.3 9.5 8.0 42.8 99.1 9.5 9.5 8.8 8.8 8.5 45.1 108.4 

熊本
さやまかおり 8.8 7.5 8.5 9.3 8.0 42.1 97.5 8.5 9.3 8.5 8.3 7.5 42.1 101.2 
かなやみどり 8.8 8.5 9.8 8.3 8.0 43.4 100.5 8.8 9.3 8.8 9.0 7.8 43.7 105.0 
やぶきた 8.5 8.8 8.8 8.3 8.8 43.2 100.。 9.5 9.0 8.0 7.8 7.3 41.6 100.0 
おくはるか 7.8 8.7 9.5 9.3 9.3 44.6 99.1 7.0 6.7 7.7 7.3 7.0 35.7 105.0 

静岡
さやまかおり 8.3 7.8 8.2 8.8 7.7 40.8 90.7 6.2 6.5 7.3 7.8 6.8 34.6 101.8 
かなやみどり 8.5 9.2 8.8 9.3 8.7 44.5 98.9 6.5 6.8 7.3 7.5 7.2 35.3 103.8 
やぶきた 9.3 8.8 8.7 9.2 9.0 45.0 100.0 6.5 6.3 7.2 7.5 6.5 34.0 100目。
おくはるか 7.7 6.7 7.7 8.7 9.3 40.1 96.4 8.7 8.7 8.3 8.3 8.3 42.3 102.4 

香川
さやまかおり 8.3 8.0 8.7 7.7 8.0 40.7 97.8 9.0 7.3 8.7 7.7 7.3 40.0 96.9 
かなやみどり 8.7 7.7 6.7 8.3 7.3 38.7 93.0 8.3 7.0 8.3 8.0 8.0 39.6 95.9 
やぶきた 9.3 8.7 8.3 7.3 8.0 41.6 100.0 8.3 7.7 8.3 8.3 8.7 41.3 100.0 
おくはるか 8.7 8.2 9.3 8.4 8.3 42.9 102.4 9.3 9.4 9.2 9.4 9.3 46.6 114.2 

福岡
さやまかおり 8.7 8.2 7.3 9.2 7目2 40.6 96.9 8.7 7.8 7.7 9.7 7.3 41.2 101.0 
かなやみどり 7.5 7.5 7.0 8.5 6.0 36.5 87.1 9.0 8.5 7.5 9.5 7.0 41.5 101.7 
やぶきた 7.7 8.7 8.5 8.8 8.2 41.9 100.。 8.2 7.8 8.2 8.8 7.8 40.8 100.0 
おくはるか 7.9 7.5 6.8 7.1 6.3 35.6 89.9 5.4 4.9 5.1 5.4 4.8 25.6 104.9 

佐賀 おくみどり 8.6 8.4 8.5 7.6 7.6 40.7 102.8 5.9 4.9 5.5 5.8 5.1 27.2 111.5 
やぶきた 8.1 7.8 8.1 7.6 8.0 39.6 100.0 4.6 4.6 4.8 5目5 4.9 24.4 100.。
おくはるか 6.7 6.0 6.2 6.5 6.0 31.4 107.5 4.8 5.0 5.0 4.8 4.8 24.4 94.2 

長崎 かなやみどり 6.0 5.8 5.0 6.7 6.2 29.7 101.7 6.0 5.0 4.8 5.5 5.0 26.3 101.5 
やぶきた 6.2 5.3 5.5 6.2 6.0 29.2 100.0 5.8 5.0 4.8 5.3 5.0 25.9 100.0 
おくはるか 6.3 6.5 6.8 9.3 6.0 34.9 79.5 7.3 8.0 7.3 9.7 7.7 40.0 106.1 

鹿児島
さやまかおり 8.8 7.8 7.3 7.5 7.3 38.7 88.2 9.0 7.0 6.0 7.3 7.3 36.6 97.1 
かなやみどり 8.0 8.3 6.8 8.8 6.5 38.4 87.5 8.0 7.3 6.0 9.0 6.3 36.6 97.1 
やぶきた 8.3 8.5 9.8 7.8 9.5 43.9 100.。 7.7 7.0 8.3 6.7 8.0 37.7 100.0 

4ヵ年 (2006-2009年)平均値(静岡のみ2006-2007年)。
各項目10点満点。
指数は‘やぶきた'を100とした値。

表11 ‘おくはるか'の新芽中の化学成分含有率(乾燥重0/0) (育成地)

品種名
番 茶 香 茶

全窒素 アミノ酸 タンーンカフェイン 繊維 全窒素 アミノ酸 タンニンカフェイン 繊維

おくはるか 5.1 3.0 13.4 3.1 20.5 3.9 1.1 15.9 2.7 25.8 
やぶきた 4.8 2.5 14.9 3.0 20.3 3.5 0.5 19.5 2.8 25.3 

さやまかおり 4.8 2.2 15.8 3.1 20.1 3.4 0.4 18.6 2.9 26.0 

近赤外分光分析計による数値。
一番茶は4ヵ年 (2007-2010年)、二番茶は3ヵ年 (2007-2009年)平均値。

表12 蒸熱時聞が荒茶品質に及ぼす影響

一番茶 二香茶

蒸熱時間 外観 肉質 外観 内質

色沢 形状 香気 水色 滋味 色沢 形状 香気 水色 滋味

30秒 19.3 19.1 18.7 18.9 18.4 15.0 16.8 12.4 17.8 15.2 
60秒 18.0 18目。 17目9 18.7 18.4 13.5 15.8 11.4 19.0 16.8 
90秒 15.6 15.8 16.5 16.6 16.6 11.8 13.0 13.0 17.4 16.4 

蒸熱処理は送帯式蒸機を使用した。
普通審査法による官能審査(各項目20点満点)。
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表13 防霜ファン未設置茶園における‘おくはるか'の晩霜害回避特性(育成地)

4/13 5/13 

霜害 霜害
防霜ファン萌芽率(%)被害芽率(%)被害芽率(%)

おくはるか
有り 。 1.1 

無し 。 18.2 

やぶきた
有り 61.3 24.6 21.3 

無し 53.0 55.6 36.7 

20日年データ

5 命名の由来

‘おくはるか. (おく春香)は，晩生品種で春をイメー

ジする桜の葉のような香気を持つことに由来する。

6 摘要

耐寒性を有した極晩生の煎茶用品種.おくはるか'は，

埼玉県農林総合研究センター茶業研究所によって育成さ

れた。‘おくはるか'は埼玉20号を種子親，埼玉7号を

花粉親として. 1975年に交配したF1実生群の中から選

抜した。 2002年から2011年に埼玉42号の系統名で. 14場

所において栄養系適応性検定試験，裂傷型凍害およびも

ち病の特性検定試験が実施された。その結果，優良と認

められ2013年に‘おくはるか'と命名し，出願公表された。

樹姿はやや開張型で樹勢は強い。摘採期は‘やぶきだ

よりも 6日(育成地では 9日)遅い極晩生品種である。

収量は‘やぶきだより多収である。冬期の耐寒性は赤

枯れ，青枯れはほとんどなく，裂傷型凍害にも強い。輪

斑病およびもち病にはやや弱い。

製茶品質は，桜葉様の甘い香りとコクのあるうま味と

甘味を有しており，一番茶・二番茶ともに香気と滋味が

‘やぶきた'よりも優れる。加工特性は，蒸熱時聞が短

いほど‘おくはるか'特有の香気が醸し出される。

耐寒性に優れるため，関東以北の冷涼地および全国の

中山間地に適している。
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一番茶摘芽調査

萌芽期 摘採期 出開き度展開葉数百芽重 芽長 収量

(%) (枚) (g) (cm) (g/rrl) 

511 5/27 42 3.0 57.9 4.9 737.2 

5/3 5/28 39 3.1 63.3 5.7 610.0 

4/15 5/16 64 3.1 52.2 4.6 787.2 

4/19 5/21 35 2.8 41.0 4.4 444.4 

業研究所，静岡県農林技術研究所茶業研究センター，三重

県農業研究所茶業研究室，岐阜県農業技術センター池田

試験地，滋賀県農業振興センター茶業指導所，京都府農

林水産技術センター農林センター茶業研究所，香川県農

業試験場満濃分場，高知県農業技術センター茶業試験場，

福岡県農業総合試験場八女分場，佐賀県茶業試験場，長

崎県農林技術開発センター農産園芸研究部門茶業研究室，

熊本県農業研究センター茶業研究所，宮崎県総合農業試

験場茶業支場，鹿児島県農業開発総合センター茶業部
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